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問
　
国
は
昨
年
８
月
か
ら
来

年
４
月
ま
で
の
３
か
年
で
、

就
学
援
助
の
支
給
基
準
と
な

る
生
活
保
護
制
度
の
最
低
生

活
費
を
段
階
的
に
引
き
下
げ

る
計
画
で
、
援
助
対
象
が

徐
々
に
狭
ま
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
筑
後
市
で
は
、

24
年
度
の
所
得
基
準
に
よ
り

算
定
し
、
今
年
度
ま
で
特
別

措
置
に
よ
っ
て
回
避
し
て
い

る
。
来
年
度
の
対
応
は
。

市
長　

国
や
近
隣
自
治
体
の

動
向
を
的
確
に
把
握
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

市
内
の
認
知
症
の
人
数

は
。

高
齢
者
支
援
課
長　

要
介
護

認
定
者
は
４
月
現
在
１
９
４

５
人
。
そ
の
う
ち
認
知
症
１

１
９
５
人
で
あ
る
。

問　

認
知
症
の
人
が
利
用
で

き
る
施
設
の
実
情
は
。

高
齢
者
支
援
課
長　

グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
は
市
内
に
７
か
所
、

10
ユ
ニ
ッ
ト
90
人
の
定
数
が

あ
る
。

問　

認
知
症
の
家
族
の
相
談

窓
口
は
。
ま
た
行
方
不
明
者

等
の
捜
索
機
関
は
。

高
齢
者
支
援
課
長
　
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
総
合
相

談
を
行
う
。
ま
た
82
の
協
力

団
体
で
組
織
す
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
対
応
し

て
い
る
。

し
尿
処
理
場
の

改
修
の
時
期
は

問　

衛
生
セ
ン
タ
ー
は
築
30

問　

就
学
援
助
制
度
は
、
家

庭
の
経
済
状
況
に
左
右
さ
れ

な
い
教
育
環
境
を
つ
く
る
大

切
な
制
度
だ
。
そ
の
機
能
を

後
退
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

利
用
し
や
す
い
制
度
に
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

教
育
長　

経
済
状
況
に
よ
っ

て
教
育
に
差
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
就
学
援
助
以
外
に

も
奨
学
金
制
度
な
ど
周
知
に

は
十
分
努
め
て
い
き
た
い
。

年
を
経
過
し
て
い
る
、
改
修

ま
た
は
新
設
時
期
が
き
て
い

る
の
で
は
。

か
ん
き
ょ
う
課
長　

調
査
の

結
果
、
土
木
建
築
設
備
に
つ

い
て
貯
留
槽
等
に
一
部
損
傷

が
見
ら
れ
、
６
年
以
内
に
鉄

筋
部
分
の
腐
食
な
ど
の
問
題

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と

指
摘
を
さ
れ
た
。

市
長　

今
、
庁
内
の
汚
水
処

理
検
討
委
員
会
で
施
設
を
ど

う
す
る
か
、
下
水
道
に
ど
う

い
う
形
で
つ
な
ぎ
込
む
か
検

討
し
て
い
る
。
平
成
30
年
と

い
う
約
束
は
で
き
な
い
が
、

市
民
生
活
に
支
障
が
な
い
よ

う
対
応
す
る
。

保護基準引下げ就学援助
の対応は

答 国や近隣自治体の動向を把握
　 し検討する

矢加部 茂晴 議員

認
知
症
の

行
方
不
明
者
対
策
は

答  「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

　

 

ワ
ー
ク
」
で
対
応

　

 

し
て
い
る

坂
本 

好
教 

議
員

老朽化のため改修の必要な筑後市衛生センター

新
た
な
生
活
困
窮
者

対
策
に
向
け
て
の

行
政
の
役
割
は

問　

来
年
度
施
行
さ
れ
る
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
へ
の

対
応
は
ど
う
か
。

市
長　

27
年
４
月
ま
で
に
は

相
談
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

関
係
機
関
と
の
つ
な
ぎ

役
で
あ
る
行
政
の
役
割
は
。

市
民
生
活
部
長　

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
の
部
分
が
一
番
大
き

い
と
思
う
。
そ
の
中
で
相
談

し
や
す
い
体
制
を
考
え
た
い
。

新たな生活困窮者支援制度下で
社会福祉協議会に期待される役割は大きい


